
2020年６月４日
　

第152期定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示事項

　

事 業 報 告
Ⅴ 会社の体制及び方針
１．業務の適正を確保するための体制
及び当該体制の運用状況

２．株式会社の支配に関する基本方針
連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
連 結 計 算 書 類 の 連 結 注 記 表
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
計 算 書 類 の 個 別 注 記 表
（2019年４月１日から2020年３月31日まで）

　

相鉄ホールディングス株式会社
事業報告における会社の体制及び方針、連結株主資本等変動計算書、連
結注記表、株主資本等変動計算書及び個別注記表につきましては、法令
及び当社定款第16条に基づきインターネット上の当社ウェブサイト
(https://www.sotetsu.co.jp/ir/index.html)に掲載することにより、
株主の皆様にご提供しております。
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Ⅴ 会社の体制及び方針
1. 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
　当社の「取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他
株式会社の業務の適正を確保するための体制」及び当該体制の運用状況は、以下のとおりで
あります。

　
（1）当社及び子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保

するための体制
① 当社及び子会社は、コンプライアンス体制の基礎として、相鉄グループCSR基本規程
を定める。当社CSR担当役員を委員長とし、子会社のCSR担当役員を委員とする相鉄グ
ループCSR委員会を設置し、コンプライアンス体制の推進を図る。
② 当社は、当社及び子会社のコンプライアンス体制の整備及び維持を図るCSR部門を設
置するとともに、内部監査部門がコンプライアンス体制の推進状況を監査する。
③ 法令違反その他コンプライアンスに関する事実については、これらを防止又は早期発
見し是正することを目的として、外部の窓口及びCSR部門を直接の情報受領者とする相
鉄グループヘルプラインを整備する。

（2）当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　取締役の職務の執行に係る情報については、取締役会規則及び文書取扱規則に基づき、
その保存媒体に応じて適切かつ確実に、検索性の高い状態で保存及び管理する。

（3）当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　当社及び子会社は、リスクマネジメント体制の基礎として、相鉄グループCSR基本規程
及び危機管理内規を定める。事業の継続・安定的発展を確保していく体制を構築すること
により損失を予防し、不測の事態が発生した場合には、相鉄グループ緊急時対策本部、相
鉄グループ緊急時対策会議又は各社対策本部を設置し、損害の拡大防止及び危機の収束を
図る。

（4）当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎として、取
締役会を原則として月１回定時に開催するほか、必要に応じて適宜臨時に開催する。経
営計画及び経営上の重要な業務執行に関する事項については、事前に常務会において審
議を行い、その審議を経て執行決定を行う。
② 取締役の業務執行については、職制や職務権限規則において、それぞれの責任者及び
権限、執行手続きの詳細について定める。

（5）当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制、子会社の
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取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制並びに子会社の取締役の職
務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 当社及び子会社における業務の適正を確保するための指針として、相鉄グループ経営
理念を定める。
② 経営管理については、子会社は当社に対し、子会社からの協議・報告を定めた業務処
理要綱に従い報告を行うとともに、当社は子会社に対し定期的にモニタリングを実施
し、子会社における経営の健全性、効率性等の向上を図る。
③ 子会社が、当社からの経営管理及び経営指導内容が法令に違反し、その他コンプライ
アンス上問題があると認めた場合にはCSR部門に報告する。

（6）当社の監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の当社の取締役から
の独立性に関する事項及び当社の監査役の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関
する事項
　当社は、監査役会事務局に監査役の職務を補助する使用人を置き、これら使用人は取締
役その他業務執行に係る管理職等の指揮命令を受けない。また、これら使用人の人事異動
及び人事評価については、事前に常勤監査役の同意を得るものとする。

（7）当社及び子会社の取締役及び使用人並びに子会社の監査役又はこれらの者から報告を受
けた者が当社の監査役に報告するための体制、当社の監査役へ報告した者が当該報告を
したことを理由として不利益な取扱いを受けない体制並びに当社に対する当社の監査役
の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査役は当社の経営上重要な会議に出席し、必要に応じて意見を述べることができ
る。
② 重要な稟議書面を監査役に回覧する体制により、監査役への適切な報告体制を確保す
る。また、必要に応じて専門家と意見交換を行える。
③ 相鉄グループヘルプラインに通報された案件については、当社及び子会社において対
応した後、CSR部門より監査役へ報告する体制を確保する。ただし、当社及び子会社の
取締役の関与が疑われる通報を受けた場合は、外部の窓口及びCSR部門より監査役へ適
宜報告する。
④ 当社の監査役へ報告した者が当該報告をしたことを理由として不利益な取扱いを受け
ない体制を確保している。

（8）当社の監査役の職務の執行について生ずる費用の処理に関する事項
　監査役の監査業務にかかる費用については、社会通念上妥当と考えられる範囲におい
て、他の費用と同様に会計処理・精算を行っている。
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【業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要】
（1）コンプライアンスに関する体制
　相鉄グループCSR基本規程を適切に運用し、当期においては、相鉄グループCSR委員会
を３回開催し、同委員会においてCSR全般にわたり３件の議案を審議し、取組状況等とし
て25件の報告を行った。
　財務報告に係る内部統制については、相鉄グループ内部統制委員会を３回開催するとと
もに、対象会社による整備及び運用状況評価結果を内部監査部門が適切に検証・評価して
いる。

（2）リスク管理に関する体制
　当期においては、相鉄グループCSR基本規程に基づき、さまざまなリスクを予見・分析
評価するとともに、損失を予防・軽減するための対策及び損害が発生した場合の対応並び
に事後処理対策を行った。また、相鉄グループ緊急時対策会議を設置し、新型コロナウイ
ルス感染症に関するグループ全体会議を開催した。

（3）子会社経営管理に関する体制
　子会社の経営管理については、当社の経営戦略室が分掌し、文書化された業務処理要綱
に従い事前協議、報告等を通じて効率的なモニタリングを実施している。また、子会社に
対する経営管理及び経営指導においてコンプライアンスに抵触する可能性がある旨の通報
等については、弁護士が対応する体制を整備している。

（4）取締役の職務執行に関する体制
　取締役会は、当期において11回開催され、法令及び定款で定められた事項をはじめ、
経営上重要な事項について決議を行っている。また、常勤取締役で構成される常務会は、
当期において23回開催され、取締役会の決議事項及び重要な事項について審議を行って
いる。

（5）監査役の監査の実効性に関する体制
　監査役会は、当期において12回開催され、各監査役からの報告を受け、協議及び決議
を行っている。
　監査役会事務局に取締役その他業務執行に係る管理職等の指揮命令を受けない使用人を
置き、監査役の職務を補助している。また、当該使用人の人事異動及び人事評価について
は、事前に常勤監査役の同意を得た上で実施している。
　監査役は取締役会に出席し、必要に応じて意見を述べているほか、常勤監査役について
は常務会等重要な会議にも出席し、必要に応じて意見を述べている。稟議書は実施書シス
テムにより電子的に作成され、役員決裁事案について自動的に常勤監査役に報告されてい
る。
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　当期の相鉄グループヘルプライン取扱件数は50件で、対応が完了したものについては
CSR部門より適切に常勤監査役に報告されている。また、同ヘルプラインに通報等を行っ
た者に対し、不利益な取扱いは行われていない。
　監査役の職務について生ずる費用について、社会通念上妥当ではないと認められる場合
を除き、速やかに処理している。

　
2. 株式会社の支配に関する基本方針
（1）株式会社の支配に関する基本方針について
　当社の「株式会社の支配に関する基本方針」(以下、「基本方針」といいます。）は、以
下のとおりであります。

　
　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社を支えるさまざまなス
テークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主の皆様共同の
利益を中長期的に最大化させる者でなければならないと考えます。
　当社は上場会社である以上、当社株式の大規模買付行為を行おうとする者が出現した場
合に、当該行為を受け入れるか否かの最終的な判断は、基本的には、個々の株主の皆様の
ご意思に委ねられるべきものだと考えております。
　しかしながら、大規模買付行為の中には、運輸業の安全性及び公共性を脅かすおそれの
あるもの、株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれのあるもの、大規模買付行為
を行う者が株主の皆様に対し、買付けに応じるか否かについて判断するための十分な情報
や時間を提供しないもの、取締役会が大規模買付けに向けた提案を評価・検討し、代替案
を提示するための十分な情報や時間を提供しないもの等、当社の企業価値ひいては株主の
皆様共同の利益に反するものもあり得ます。
　よって当社は、大規模買付行為を行おうとする者に対しては、当社の企業価値ひいては
株主の皆様共同の利益を確保するために、株主の皆様が適切に判断するための必要かつ十
分な情報提供を求め、取締役会の意見等を開示し、株主の皆様が検討するための時間と情
報の確保につとめる等、金融商品取引法、会社法その他関係法令の範囲内において、適切
な措置を講じてまいります。

（2）基本方針の実現に資する特別な取り組みについて
　当社は、基本方針実現のため、企業価値ひいては株主の皆様共同の利益の最大化に向け
て以下の取り組み（以下、「本取り組み」といいます。）を実施しております。
　相鉄グループは、「快適な暮らしをサポートする事業を通じてお客様の喜びを実現し、
地域社会の豊かな発展に貢献します」という基本理念のもと、横浜駅と神奈川県央部を結
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ぶ鉄道路線を中心とし、それを補完するバス路線のネットワーク、そして沿線の宅地、商
業施設等の開発をはじめとするさまざまな生活関連サービスを沿線で暮らしているお客様
に提供するという事業構造によって成長してまいりました。
　地域密着型の事業を中心としている相鉄グループにとって、地域社会はお客様そのもの
であります。輸送及び食の安全の確保、お客様視点での接遇及びCSの向上、従業員満足
度向上のための働きやすさの向上等、日々の仕事の積み重ねや、そこで働く社員を大切に
思う気持ちがお客様をはじめとするステークホルダーの信頼確保につながるものであり、
これこそが相鉄グループの企業価値の源泉であると認識しております。
　現在、相鉄グループは長年にわたる相鉄線沿線地域での事業展開により培ってきたお客
様からの信頼を活かして競争力を高め、「地域ナンバーワンの快適生活応援企業グループ」
となることをめざし、事業の選択と集中の強化、CS経営の推進と沿線価値の向上による
相鉄ブランドの維持及び形成並びに財務体質の改善等に取り組んでおります。
　今後も、コア事業へ経営資源を重点的に投下して成長を図るとともに、低効率な事業に
ついては抜本的な改善策を実施する等、事業の選択と集中をさらに強化してまいります。
さらに、2019年11月に開業いたしました相鉄線とＪＲ線との相互直通運転及び2022年
度下期に予定されております相鉄線と東急線との相互直通運転により、相鉄線沿線の利便
性が向上し、沿線の将来性及びポテンシャルが大いに高まることが期待されます。引き続
き、鉄道業におけるさらなるサービスの充実や、沿線の開発に積極的に取り組み、沿線価
値の向上と相鉄ブランドの維持及び形成に努め、当社の企業価値ひいては株主の皆様共同
の利益を最大化することで株主の皆様のご期待に応えていくとともに、株主の皆様をはじ
めとしたすべてのステークホルダーからの信頼を確保するため、コンプライアンスの徹底
などコーポレート・ガバナンス体制の一層の充実・強化に取り組んでまいります。

（3）本取り組みに関する当社取締役会の判断及びその判断に係る理由
　本取り組みは、前述のとおり、基本方針の実現のため、当社の企業価値ひいては株主の
皆様共同の利益の最大化に向けて取り組むものであります。
　このため、当社取締役会は、本取り組みが基本方針に沿い、株主の皆様共同の利益を損
なうものでなく、当社役員の地位の維持を目的とするものではないと判断しております。
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連結株主資本等変動計算書（2019年４月１日から2020年３月31日まで）
　

株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
当 期 首 残 高 38,803 30,024 77,290 △333 145,784
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △4,899 △4,899
土 地 再 評 価 差 額 金 の 取 崩 △11 △11
親会社株主に帰属する当期純利益 14,631 14,631
自 己 株 式 の 取 得 △8 △8
自 己 株 式 の 処 分 0 0 0
連結子会社に対する持分変動に伴う資本剰余金の増減 △3,043 △3,043
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 － △3,043 9,721 △7 6,669
当 期 末 残 高 38,803 26,980 87,011 △341 152,454
　

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非 支 配
株主持分

純 資 産
合 計

その他有
価証券評
価差額金

土地再評
価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付
に係る調
整累計額

その他の
包括利益
累計額合計

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
当 期 首 残 高 3,351 △407 11 △530 2,424 2,766 150,974
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △4,899
土 地 再 評 価 差 額 金 の 取 崩 △11
親会社株主に帰属する当期純利益 14,631
自 己 株 式 の 取 得 △8
自 己 株 式 の 処 分 0
連結子会社に対する持分変動に伴う資本剰余金の増減 △3,043
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,285 11 △29 △1,633 △2,936 △2,677 △5,613
当 期 変 動 額 合 計 △1,285 11 △29 △1,633 △2,936 △2,677 1,056
当 期 末 残 高 2,066 △395 △17 △2,164 △511 88 152,031

　

（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 注 記 表
Ⅰ．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
1. 連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。
連結子会社の数 　32社
主要な連結子会社の名称 相模鉄道㈱、相鉄バス㈱、相鉄ローゼン㈱、相鉄不動産㈱、㈱相鉄アーバ

ンクリエイツ、㈱相鉄ビルマネジメント、相鉄ホテル㈱、㈱相鉄ホテルマ
ネジメント、相鉄企業㈱

2. 持分法の適用に関する事項
持分法を適用していない関連会社（台湾燦路都股份有限公司)は、当期純損益（持分に見合う額）及び利
益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微で
あり、かつ、全体としても重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社のうち、㈱相鉄インターナショナル韓国ほか３社の決算日は12月31日であります。
連結計算書類の作成に当たっては、同決算日現在の計算書類を使用しております。ただし、１月１日か
ら連結決算日３月31日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

4. 会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
（ア）有価証券及び投資有価証券

　 その他有価証券
時価のあるもの…………決算期末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法によ
　り算定）

時価のないもの…………移動平均法による原価法
（イ）たな卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）により評価しております。
商品及び製品……………主に売価還元原価法
仕掛品……………………個別法
原材料及び貯蔵品………主に移動平均法
販売用不動産……………個別法

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
（ア）リース資産及び使用権資産以外の固定資産

定率法及び定額法を採用しております。
1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建
物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
耐用年数及び残存価額については、主に法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

（イ）リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（ウ）使用権資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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（3）工事負担金等の圧縮記帳処理
鉄道業における連続立体交差化工事等を行うにあたり、地方公共団体等より工事費の一部として工事
負担金等を受けております。
これらの工事負担金等は、工事完成時に当該工事負担金等相当額を取得した固定資産の取得原価から

直接減額して計上しております。
なお、連結損益計算書においては、工事負担金等の受入額を特別利益に計上するとともに、固定資産
の取得原価から直接減額した額を固定資産圧縮損として特別損失に計上しております。

（4）重要な引当金の計上基準
（ア）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特
定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（イ）賞与引当金
従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額のうち当連結会計年度に対応する額を計上してお
ります。

（5）その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
（ア）退職給付に係る会計処理の方法

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に
基づき計上しております。
①退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法に
ついては、給付算定式基準によっております。
②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として14

年）による定率法により費用処理しております。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として14年）

による定額法又は定率法により、翌連結会計年度から費用処理することとしております。
一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に退職給付に係る期末自己都合

要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
（イ）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処
理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算
し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整
勘定に含めて計上しております。

（ウ）ヘッジ会計の処理
繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、金利スワップについて特例処理の要件を充たしている
場合には特例処理を、通貨スワップについて振当処理の要件を充たしている場合には振当処理を採用
しております。

（エ）のれんの償却に関する事項
のれんの償却については、その投資効果の発現する期間（５～20年）を合理的に見積り、均等償却
しております。ただし、その金額が僅少な場合には一括償却しております。

― 8 ―

2020年05月26日 17時05分 $FOLDER; 9ページ （Tess 1.50(64) 20200401(on201812)_02）



（オ）消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

（カ）連結納税制度の適用
連結納税制度を適用しております。

（キ）連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用
当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）に
おいて創設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度
の見直しが行われた項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会
計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効
果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定
めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の基準に基づいておりま
す。

Ⅱ．会計方針の変更に関する注記
国際財務報告基準（IFRS）を適用する在外連結子会社において、当連結会計年度よりIFRS第16号「リ

ース」を適用し、原則としてすべての借手としてのリースを連結貸借対照表に資産及び負債として計上す
る方法に変更しております。当該会計基準の適用にあたっては、経過措置として認められている本基準の
適用による累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用しております。
この結果、当連結会計年度末において有形固定資産の「使用権資産」が14,582百万円、流動負債の

「リース債務」が635百万円、固定負債の「リース債務」が12,828百万円それぞれ増加し、投資その他の
資産の「その他」が1,794百万円減少しております。また、当連結会計期間の営業利益が199百万円増加
し、経常利益及び税金等調整前当期純利益が153百万円減少しております。

Ⅲ．連結貸借対照表に関する注記
1. 担保に供している資産
（1）財団抵当に供されている資産（鉄道財団）

　

担 保 資 産 担保に係る債務
資産の種類 簿 価（百万円） 債務の名称 金 額（百万円）

建 物 及 び 構 築 物 63,986 短 期 借 入 金 5,829
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 18,634 長 期 借 入 金 42,522
土 地 25,565
その他（有形固定資産） 1,299
借 地 権 1,164
合 計 110,650 合 計 48,351

　
（2）借入金等の担保に供されている資産

　

担 保 資 産 担保に係る債務
資産の種類 簿 価（百万円） 債務の名称 金 額（百万円）

建 物 及 び 構 築 物 7,746 短 期 借 入 金 7
その他（投資その他の資産） 108 そ の 他 （流 動 負 債） 76
合 計 7,854 合 計 83
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　2. 有形固定資産の減価償却累計額 384,798百万円
3. (1) 固定資産の取得原価から直接減額

した工事負担金等の圧縮記帳累計額 73,344百万円
(2) 収用等の代替資産についての圧縮額 19百万円

4. 事業用土地の再評価
連結子会社である相鉄企業㈱及び㈱相鉄アーバンクリエイツは、「土地の再評価に関する法律」（平成10

年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、再評価差額に係る税金相当額を
「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、再評価差額からこれを控除した金額を「土地再
評価差額金」として純資産の部に計上しております。

　
　 相鉄企業㈱
（1）再評価を行った年月日 2002年３月31日
（2）同法律第３条第３項に定める再評価の方法

「土地の再評価に関する法律施行令」（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める
地価税法（平成３年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額
を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により算定した価額に合理的な調整（奥行価格補正
等）を行って算定しました。
同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当期末における時価の合計額と当該事業用土地の
再評価後の帳簿価額の合計額との差額
　 25百万円
当該差額のうち賃貸等不動産に係る金額 ３百万円

　
　 ㈱相鉄アーバンクリエイツ
（1）再評価を行った年月日 2000年３月31日及び2001年２月28日
（2）同法律第３条第３項に定める再評価の方法

「土地の再評価に関する法律施行令」（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める
地価税法（平成３年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額
を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により算定した価額及び同施行令第２条第３号に定
める地方税法（昭和25年法律第226号）第341条第10号の土地課税台帳又は同条第11号の土地補充課
税台帳に登録されている価格に合理的な調整を行って算定しました。

　
5. たな卸資産の内訳
　 商品及び製品 2,483百万円
　 仕掛品 24百万円
　 原材料及び貯蔵品 1,076百万円
　 販売用不動産 27,154百万円
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Ⅳ．連結株主資本等変動計算書に関する注記
1. 当連結会計年度末における発行済株式数
　普通株式 　 98,145,499株

2. 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項
（1）2019年６月27日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。
　 株式の種類 普通株式
　 配当金の総額 2,449百万円
　 １株当たりの配当額 25円00銭
　 基準日 2019年３月31日
　 効力発生日 2019年６月28日

（2）2019年11月１日の取締役会において、次のとおり決議しております。
　 株式の種類 普通株式
　 配当金の総額 2,449百万円
　 １株当たりの配当額 25円00銭
　 基準日 2019年９月30日
　 効力発生日 2019年12月２日

3. 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
2020年６月26日開催予定の定時株主総会において、次のとおり決議する予定です。

　 株式の種類 普通株式
　 配当金の総額 2,449百万円
　 配当の原資 利益剰余金
　 １株当たりの配当額 25円00銭
　 基準日 2020年３月31日
　 効力発生日 2020年６月29日
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Ⅴ．金融商品に関する注記
1. 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については流動性の高い金融資産及び短期的な預金等に限定しておりま
す。資金調達については銀行等金融機関からの借入及び社債発行によっております。デリバティブは、
後述するリスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク
現金及び預金の一部は外貨預金であり、為替変動リスクに晒されております。
営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。
投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されてお
ります。
営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが４ヶ月以内の支払期日であります。
借入金、社債及びリース債務は、主に設備投資に係る資金調達を目的としたものであり、また、リー

ス債務は主に一部の在外連結子会社について「リース」（IFRS第16号）を適用したもので、償還日は最
長で決算日後27年であります。このうち一部は、金利の変動リスクに晒されておりますが、デリバティ
ブ取引（金利スワップ取引）を利用してヘッジしております。
長期預り敷金保証金は、主として不動産業に係るものであります。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社グループは、営業債権について、各事業部門において主要な取引先の状況をモニタリングし、
取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や
軽減を図っております。
デリバティブ取引については、取引相手先を高格付を有する金融機関に限定しているため信用リス
クはほとんどないと認識しております。

② 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
当社グループは、外貨預金については、定期的に為替相場を把握し、為替変動リスクを管理してお
ります。
借入金に係る支払金利の変動リスク及び為替変動リスクを抑制するために、金利スワップ取引及び
通貨スワップ取引を利用しております。
投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、また、市
況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。
デリバティブ取引の管理体制については、デリバティブ取引執行に関する規程を設けており、これ

に基づき執行しております。
③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

当社グループは、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新するととも
に、手許流動性の維持等により流動性リスクを管理しております。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価

額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件を
採用することにより、当該価額が変動することもあります。
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2. 金融商品の時価等に関する事項
2020年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ
ります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものについては、次表に含めておりません
（（注2）をご参照ください。）。

（単位：百万円）
連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

（1）現金及び預金 24,145 24,145 －
（2）受取手形及び売掛金（*） 9,755 9,755 －
（3）投資有価証券 5,070 5,070 －

資 産 計 38,971 38,971 　－
（1）支払手形及び買掛金 7,257 7,257 －
（2）短期借入金 19,840 19,840 －
（3）社債 165,000 165,496 496
（4）長期借入金 141,174 141,854 679
（5）リース債務 14,770 14,770 －
（6）長期預り敷金保証金 3,756 3,710 △46

負 債 計 351,799 352,930 1,130
　（*） 受取手形及び売掛金については、当該科目に係る貸倒引当金を控除しております。
（注1）金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項
資 産
（1）現金及び預金、並びに（2）受取手形及び売掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお
ります。

（3）投資有価証券
　投資有価証券の時価について、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引金融機関等から提示
された価格によっております。

負 債
（1）支払手形及び買掛金、並びに（2）短期借入金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってお
ります。

（3）社債
　社債の時価は、市場価格のあるものは市場価格に基づき、市場価格のないものは、元利金の合計額を
当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引いた現在価値により算定しております。

（4）長期借入金
　固定金利による長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定
される利率で割り引いて算定する方法によっております。変動金利による長期借入金は、市場金利に連
動してその都度金利が変更されており、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって
おります。なお、一部の長期借入金の時価については金利スワップ及び通貨スワップの対象とされてい
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ることから、当該金利スワップ及び通貨スワップと一体として処理された元利金の合計額を、同様の新
規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によっております。

（5）リース債務、並びに（6）長期預り敷金保証金
　これらの時価については、元利金の合計額を、同様の新規リース取引を行った場合又は新規で預託を
受けた場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によっております。

（注2）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
（1） 非上場株式等（連結貸借対照表計上額985百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フロ

ーを見積ること等ができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「（3）投資有価証券」
には含めておりません。

（2） 預り敷金保証金のうち、償還時期が未確定のもの（連結貸借対照表計上額25,743百万円）について
は、将来キャッシュ・フローを見積ることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるた
め、「（6）長期預り敷金保証金」には含めておりません。

（注3）社債、長期借入金、リース債務及び長期預り敷金保証金に係る連結貸借対照表計上額及び時価について
は、それぞれ１年内に償還予定の社債、１年内に返済予定の長期借入金、１年内に返済予定のリース債務
及び１年内に返済予定の預り敷金保証金を含めております。

　
Ⅵ．賃貸等不動産に関する注記
1. 賃貸等不動産の状況に関する事項

一部の連結子会社では、神奈川県その他の地域において、賃貸用のオフィスビルや賃貸商業施設等を所
有しております。

2. 賃貸等不動産の時価に関する事項
（単位：百万円）

連結貸借対照表計上額 当連結会計年度末の時価
276,686 419,655

（注1）連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。
（注2）当連結会計年度末の時価は、「不動産鑑定評価基準」による方法又は一定の評価額や適切に市場価格を反

映していると考えられる指標に基づいて算定しております。
　
Ⅶ．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 1,550円74銭
１株当たり当期純利益 149円33銭

Ⅷ．重要な後発事象に関する注記
　 該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書（2019年４月１日から2020年３月31日まで）
　

株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金 そ の 他
資本剰余金

資本剰余金
合 計

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
当 期 首 残 高 38,803 15,440 14,365 29,806 71,077 71,077
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △4,899 △4,899
当 期 純 利 益 14,471 14,471
自 己 株 式 の 取 得
自 己 株 式 の 処 分
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 9,571 9,571
当 期 末 残 高 38,803 15,440 14,365 29,806 80,649 80,649
　

株 主 資 本 評価・換算差額等
純資産合計自己株式 株主資本

合 計
そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
当 期 首 残 高 △333 139,353 2,846 2,846 142,199
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △4,899 △4,899
当 期 純 利 益 14,471 14,471
自 己 株 式 の 取 得 △8 △8 △8
自 己 株 式 の 処 分 0 0 0
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,101 △1,101 △1,101
当 期 変 動 額 合 計 △7 9,564 △1,101 △1,101 8,463
当 期 末 残 高 △341 148,917 1,745 1,745 150,663

　

（注） 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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個 別 注 記 表
Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記
1. 有価証券の評価基準及び評価方法
（1）子会社株式……………………移動平均法による原価法
（2）その他有価証券

時価のあるもの……………決算期末日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法によ
　り算定）

時価のないもの……………移動平均法による原価法

2. 固定資産の減価償却方法
（1）有形固定資産…………………定額法
（2）無形固定資産…………………定額法

なお、自社利用のソフトウエアの減価償却の方法については、社内におけ
る利用可能期間（５年間）に基づく定額法を採用しております。

　
3. 引当金の計上基準
（1）賞与引当金……………………従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額のうち当事業年度に対応

する金額を計上しております。
（2）退職給付引当金………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び

年金資産の見込額に基づき計上しております。
①退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期
間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。
②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理の方法
過去勤務費用は発生事業年度から、数理計算上の差異は発生の翌事業年
度から、それぞれ発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（14年）による定率法により、費用処理することとしております。

（3）債務保証等損失引当金………関係会社への債務保証等に係る損失に備えるため、関係会社の財政状態等
を勘案し、必要と認められる金額を計上しております。
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4. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
（1）退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計処理の方法は、連
結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

（2）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して
おります。

（3）ヘッジ会計の処理
繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、金利スワップについて特例処理の要件を充たしている場
合には特例処理を、通貨スワップについて振当処理の要件を充たしている場合には振当処理を採用し
ております。

（4）消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

（5）連結納税制度の適用
連結納税制度を適用しております。

（6）連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用
当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）にお
いて創設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の
見直しが行われた項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計
の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果
会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定め
を適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規定に基づいておりま
す。
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Ⅱ．貸借対照表に関する注記
1. グループ預け金

当社グループ内の資金を一元化し、効率的に活用することを目的として相鉄ビジネスサービス㈱（当社
の全額出資会社）に対して預け入れた額であります。

2. 有形固定資産の減価償却累計額 718百万円
　
3. 偶発債務

関係会社の金融機関等からの借入金等に対し、次のとおり保証を行っております。
会社名 保証額（百万円）

㈱相鉄アーバンクリエイツ 224
㈱相鉄インターナショナル韓国 49

合 計 273
　
4. 関係会社に対する金銭債権・金銭債務

　関係会社に対する短期金銭債権 4,266百万円
　関係会社に対する長期金銭債権 243,532百万円
　関係会社に対する短期金銭債務 2,153百万円

　
Ⅲ．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高
　営業収益 20,193百万円
　営業費用 1,817百万円
　営業取引以外の取引高 2,735百万円

　
Ⅳ．株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度末における自己株式数
　普通株式 164,934株
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Ⅴ．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因
繰延税金資産 単位：百万円
　 関係会社株式 4,395
　 退職給付関係 3,496
　 税務上の繰越欠損金 2,524
　 債務保証等損失引当金 676
　 賞与引当金 27
　 その他 197
　繰延税金資産小計 11,317
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △2,524
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △5,501

　評価性引当額 △8,025
　繰延税金資産合計 3,291
繰延税金負債
　 前払年金費用 △2,010
　 その他有価証券評価差額金 △768
　 その他 △18
　繰延税金負債合計 △2,797
差引：繰延税金資産の純額 494
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Ⅵ．関連当事者との取引に関する注記
子会社及び関連会社等

（単位：百万円）

属性 会社等の名称
議決権等の
所有（被所有）
割合

関係内容
取引の内容 取引金額 科目 期末残高

役員の
兼任等

事業上
の関係

子会社 ㈱相鉄アーバンクリエイツ 所有
直接 100％

兼任
４名 資金の貸付他

利 息 の 受 取 1,677 長 期 貸 付 金 140,800
資金の貸付(純額) △2,100
債務保証(注)２ 224

子会社 相模鉄道㈱ 所有
直接 100％

兼任
５名 資金の貸付他

利 息 の 受 取 521 長 期 貸 付 金 60,600
資金の貸付(純額) 11,600
債務被保証(注)３ 313,105

子会社 相鉄不動産㈱ 所有
直接 100％

兼任
３名 資金の貸付他

利 息 の 受 取 154 長 期 貸 付 金 13,000

子会社 相鉄ビジネスサービス㈱ 所有
直接 100％

兼任
２名 資金の借入他

Ｃ Ｍ Ｓ (注)４ グループ預け金 506
業 務 委 託 875

子会社 ㈱相鉄ホテル開発 所有
直接 100％

兼任
２名 資金の貸付他

利 息 の 受 取 349 長 期 貸 付 金 28,497
資金の貸付(純額) △1,378

（注）1. 上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税が含まれております。
2. 当該会社の銀行借入等につき、債務保証を行ったものであります。
3. 債務被保証は当社の銀行借入等に対して行われているものであります。
4. 当社は、相鉄グループ内の資金を一元化し、効率的に活用することを目的としたキャッシュマネジメントサービスの基本契

約に基づくＣＭＳ（キャッシュマネジメントシステム）を利用しております。よって、グループ預け金又はグループ短期
借入金の残高は日々変動しているため、取引金額は記載せずに、期末残高のみ記載しております。

5. 取引条件及び取引条件の決定方針等
㈱相鉄アーバンクリエイツ、相模鉄道㈱、相鉄不動産㈱及び㈱相鉄ホテル開発に対する資金の貸付については、市場金利
を勘案して利率を合理的に決定しております。なお、担保は受け入れておりません。

　
Ⅶ．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 1,537円68銭
１株当たり当期純利益 147円69銭

Ⅷ．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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